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（１）市民意見の聴取等について

新たな総合計画の策定にあたっては、市民との対話を基本に現場の声を捉えながら検

討を進めていくこととしており、無作為抽出市民によるワークショップ（「川崎の未来

を考える市民検討会」）をはじめとした取組を進めてきたところです。これまでに実施

した取組の概要や、市民の討議状況、寄せられた主な意見等は次のとおりです。

① 無作為抽出市民によるワークショップ

（川崎の未来を考える市民検討会）

目的：意見聴取の第一段階として幅広い市民意見を聴取することを目的に実施

対象：無作為抽出した各区の市民６００人（７区合計4,200人）のうち、参加を希望した

各区３０人程度

開催日：川崎区[７月５日（土）・第４庁舎研修室]

幸区 [７月２１日（月・祝）・幸区役所会議室]

中原区[８月２３日（土）・エポックなかはら]

高津区[８月９日（土）・高津区役所会議室]

宮前区[７月２０日（日）・宮前区役所会議室]

多摩区[８月３１日（日）・多摩区役所会議室]

麻生区[８月１０日（日）・麻生区役所会議室]

実施方法：２つのワークショップ手法（「ワールドカフェ（午前）」・「グループ

ワーク（午後）」）を用い、参加者の意見を「広く」また、「掘り下げ

て」聴取するように実施した。「ワールドカフェ」（午前）では「区のい

いところ」、「区の問題点」、「１０年後のまち」といった３つのテーマ

について席替えをしながら意見交換を行った。「グループワーク」（午

後）では区ごとの現状や課題をテーマに意見交換を行った。

参加者数：１８０人（７区合計）

【各区のワークショップで共通して多く出された意見】

○市の施策や取組等についての情報が市民に届いていないという課題がある。単にホー

ムページに情報があるということでは市民に情報は届かない。人と人とのつながり

による情報伝達なども含め、これからの時代にあったＰＲの工夫が必要である。

○高齢者のスキルを地域で活用する。特に子育て世代に向けたシニアの人材活用、新

たに働き活躍できる場づくり、多世代交流の場や機会の充実が必要である。

○川崎市のイメージを向上させるために、市内・市外それぞれに適した手法によるＰＲ

が必要である。

② 区民祭等における展示（まちづくりカフェ）

目的：新たな総合計画の策定に向けて、策定に向けた基本的な考え方や策定状況を周知

するとともに、幅広い市民に計画づくりに参加していただくことを目的に実施

対象：来場する一般市民

開催日：川崎区[１１月２日（日）・市民祭り（富士見公園）]

幸区 [１０月１８日（土）・幸区民祭（幸区役所）]

中原区[１０月１９日（日）・中原区民祭（等々力緑地）]

高津区[７月２７日（日）・高津区民祭（大山街道）]

宮前区[１０月２６日（日）・宮前区民祭（宮前区役所）]

多摩区[１０月１８日（土）・多摩区民祭（生田緑地）]

麻生区[１０月１２日（日）・麻生区民祭（麻生区役所）]

実施方法：各会場にブースを設け、策定に向けた基本的な考え方や策定状況をご説明す

るとともに、無作為抽出市民によるワークショップでの意見を参考に、地

域課題と解決のアイディアを示したパネルを用意し、区民祭等に来場する市

民が共感する項目にシール投票を実施した。

参加者：８，２８９人（シール投票者のみ集計、７区合計）

【シール投票で投票数の多かったテーマ】

川崎区：総合的な子ども支援の推進（６２５票）

幸 区：総合的な子ども支援の推進（２３５票）

中原区：総合的な子ども支援の推進（７５９票）

高津区：地域性に配慮した災害対策の推進（１６８票）

宮前区：総合的な子ども支援の推進（７１６票）

多摩区：高齢社会における生涯を通じた健康づくり（３８１票）

麻生区：高齢化の進行と誰もが生き生きと暮らせる地域づくり（６１３票）
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④ 市民アンケートの実施

目的：川崎市のイメージや魅力についての現状認識や、川崎市が目指すべき方向性につい

ての市民意識を把握することを目的に実施

調査対象：川崎市在住の満２０歳以上の男女個人（３，０００人）

標本抽出：住民基本台帳からの層化二段無作為抽出

調査方法：郵送法

調査期間：平成２６年７月１７日（木）～８月８日（金）

有効回収数：１，２１９標本

有効回収率：４０．６％

調査項目：川崎市のイメージ、川崎市の魅力、これからの１０年で川崎市が目指

すべき方向性・都市像、川崎市の今後の財政運営の方向性、

川崎市の事業の見直しを進める中でも、特に継続すべき事業・サービス

【調査結果の概要】

○川崎市のイメージは「良い」と「まあまあ良い」を合わせた＜良い＞が５割を超え

ている。（H15調査から27.7ポイントアップ）

○川崎市の魅力について「そう思う」の割合が最も高いのは、「都心にアクセスしや

すい立地である」（８３．３％）。「買い物など日常生活が便利である」「公共交通の

利便性が高い」など生活の利便性に関わる項目のほか、「良質な水道水を提供し

ている」「下水道が整備されている」など上下水道に関わる項目が上位を占めて

いる。

○川崎の目指すべき方向性・都市像について上位３位に入った項目は、「防災、防犯

など安全・安心な暮らしのできる都市」（６６．６％）、「子育てがしやすく、子どもが健やか

に成長できる都市」（５２．２％）、「社会的に支援が必要な人（高齢者、障害者など）を支

え合う都市」（４２．２％）である。

⑤ 川崎の未来を考える市民フォーラム

目的：川崎市の現状や課題を市民と共有し、新たな総合計画の策定に必要なビジョン

や考え方を市民とともに考えることを目的に実施

日程：１１月８日（土）午後・高津市民館

内容：大ホールにおけるシンポジウム（新たな総合計画策定に向けた市長挨拶、

基調講演「超高齢社会を見据えた地域づくり」、パネルディスカッション）

のほか、会場内展示による情報発信やシール投票による意見聴取 など。

参加者数：来場者約８００人、シンポジウム参加者約３００人

③ 各団体の会合等における出前説明会
計画策定の早い段階から市民や団体の意見を幅広く聴取することを目的に、新たな総合

計画策定に向けた基本的な考え方など策定方針の概要について、出前説明会を開催

実施団体：川崎商工会議所

川崎市医師会

川崎市社会福祉協議会障害者部会

全町内会連合会

区（地区）町内会連合会

区民会議

区ＰＴＡ連絡協議会

区地域教育会議

等７１団体（御参加いただいた人数：延べ１，３７３人）

福田市長からは、シンポジウムの冒頭で、会場に詰め
かけた約300人の市民に挨拶し、待機児童の解消・
中学校完全給食の導入に向けた取組状況や、少子高齢
化・厳しい財政状況などの課題に触れたうえで、「本
市は多くのポテンシャルを持っている。東京オリン
ピック・パラリンピックの開催や、10年後の市制100
周年などを見据え、『最幸のまち かわさき』の実現
に向けて取り組んで行きたい」と、新たな総合計画へ
の基本的な考え方を説明しました。

慶應義塾大学の田中滋名誉教授の基調講演では、健康
寿命後の余命の延伸や人口減少・少子高齢化により、
このままでは介護保険をはじめとした日本の制度が立
ち行かなくなる可能性を指摘したうえで、医療や介護、
行政、市民などの連携による、支え合いの「地域包括
ケアシステム」の重要性をわかりやすく説明し、地域
包括ケアシステムの構築に向けて、「それぞれの主体
が理念（ビジョン）を共有し、それぞれが覚悟を持っ
て取り組んでいく必要がある」と、参加した市民に訴
えかけました。

パネルディスカッションでは、川崎の未来について分
野を越えた議論を行いました。
明治大の園田先生からは、「まち」は３０年も経てば
高齢化するので、世代が交じり合う工夫が必要という
示唆がありました。
中央大の礒崎先生からは、これからは行政の施策の成
果ではなく、市民の生活の変化から見た成果が問われ、
そのような視点での優先度の選択が必要との示唆があ
りました。
昭和女子大の平尾先生からは、少子高齢化で全国的に
活力が失われる中でも、工都１００年の歴史の上に蓄
積した技術や人材を活かしてイノベーションで対応で
きる力が川崎にはあるという示唆がありました。
このような議論を踏まえて、福田市長からは、「超高
齢社会を見据えて、多世代が交流しながらいきいきと
暮らせる『安心のふるさとづくり』を進めるとともに、
先端研究機関や世界的企業、さらには多彩な技術を持
つ中小企業が集積する川崎の特徴を活かした『力強い
産業都市づくり』をバランスよく進めていきたい」と、
市政運営の基本的な考え方の説明がありました。

ほかにも、川崎市制９０年のあゆみ
を写真と映像など、来場者が楽しめ
る工夫を凝らした、さまざまな展示
を行いました。
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(左から）
園田 眞理子 明治大学教授
礒崎 初仁 中央大学教授
平尾 光司 昭和女子大学学事顧問
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（２）有識者会議・市民検討会議における検討状況

これからの川崎の目指すべき方向性や取組を明らかにする「新たな総合計画」の策定にあ

たり、専門的な意見や助言をいただく場として、「川崎市総合計画有識者会議」を設置しまし

た。

「川崎市総合計画有識者会議」では、それぞれの政策分野の重点テーマを中心に検討を行

います。また、新たなアイデア等を創造する場として、ゲストアドバイザー等を招いた「ラ

ウンドテーブル」を各回の会議と並行する形で開催しています。

併せて、別途設置する「川崎市総合計画市民検討会議」と検討内容を共有しながら、新たな

総合計画の検討を進めています。

①市民検討会議について

市民検討会議は市民２１名とコーディネーター(学識経験者)１名の計２２名で構成されて

います。内訳は以下のとおりです。

公募市民‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥‥ ‥７名

無作為抽出した市民による「川崎の未来を考える市民検討会」参加者‥１４名

コーディネーター（中央大学法学部教授・川崎市在住 礒崎初仁氏）‥‥１名

※２０代～７０代の市民。各区概ね均等な人数で、男性１１名・女性１０名

（コーディネーターを除く）
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涌井　史郎 （座長） ランドスケープ・環境 東京都市大学環境学部教授 

出石　稔  （副座長）地方自治・地方行財政・コミュニティ 関東学院大学副学長・法学部教授 

秋山　美紀 社会福祉・ソーシャルデザイン 慶應義塾大学環境情報学部准教授 

垣内　恵美子 文化・教育 政策研究大学院大学政策研究科教授 

中井　検裕 都市計画・交通計画 東京工業大学大学院社会理工学研究科教授 

平尾　光司 地域経済・産業振興・イノベーション 昭和女子大学学事顧問 
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